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ガバナー月信

つなげる：未来へつなぐ
組織の未来へつなげる　組織運営を
個人の未来へつなげる　奉仕活動を

変化：変える（基本に返る）
不合理な事・不便な事に対処すると、
結果変化しなければならなくなる。
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2 　ロータリーの礎は「 つながり」です。

若い弁護士としてシカゴにやって来た

ポール・ハリスがロータリーを創設した最

大の理由、それは見知らぬ街でほかの

人たちと「つながる」ことでした。それか

ら1世紀以上が経った今、私たちの周り

には、ポール・ハリスの時代には想像も

できなかったような友情とネットワークを

築くための方法が数多く存在します。そ

れでも、ロータリーにおける「つながり」

は独特であり、ほかに類を見ません。

　国際ロータリーには、地域社会とつな

がり、職業のネットワークを広げ、強く

て末永い関係構築ができる確固とした

使命と構造があります。会員による数多

くのプロジェクトやプログラム、 ポリオ

撲滅活動におけるロータリーのリーダー

シップ、国連との協力などを通じ、私た

ちはグローバルコミュニティとつながって

います。私たちの奉仕活動は、同じ価

値観を共有し、より良い世界のために行

動したいと願う人びとの結びつきをもた

らします。また、ロータリーがなければ

出会うことがなかった人びと、共通の考

えを持った人びと、私たちの支援を必要

とする人びととつながり、世界中の地域

社会で人生を変えるような活動を行うこ

とを可能にしています。

　21世紀の新たな10年の始まりに、私

たちはロータリーの未来を形作っていま

す。2019－20年度、ロータリーは新しい

戦略計画を実行に移し、規定審議会が

採択した革新性に応え、より活性化さ

れた重点分野において活動します。しか

し、ロータリーの未来を形作る本当の

場所はクラブです。刻 と々変化する現実

に対応するために、ロータリーはクラブ

に注力していかなければなりません。

　クラブはロータリーでの経験の中心部

ですが、今ではクラブのあり方をより創

造的かつ柔軟性をもって決めることがで

きます。これには例会の方法や、何を

もって例会とするかを検討することも含

まれます。会員増強のアプローチにおい

ては、組織立った戦略的・革新的な方

策が必要です。そうすることで、地域社

会とのより広く、深いつながりができる

だけでなく、より多様な会員に魅力を感

じてもらい、積極的な参加を促すことが

できるでしょう。

　実際のところ、ロータリーは家族です。

そうであるにも関わらず、会員組織の構

造やリーダーシップの要求などがあるこ

とで、今日の若い職業人にとってはロー

タリーが手の届きにくい存在となってい

るようです。ロータリーは、家族との時間

を犠牲にするのではなく、家族との時間

を補うような経験を提供する場である必

要があります。クラブが温かく、みんなを

受け入れるような雰囲気があれば、家

族と奉仕活動は両立でき、家族志向の

若い職業人にロータリー奉仕や市民とし



33ての参加の機会を提供できます。また、

ロータリーの役職に対する期待事項を、

多忙な職業人にあわせて現実的かつ管

理可能なものとすることで、将来ロータ

リーのリーダーとなる次世代のロータリ

アンのスキルを高め、ネットワークを築く

ことができるでしょう。

　2019－20年度には、「ロータリーは世

界をつなぐ」のテーマの下、ロータリー

の奉仕を通じて、有能で思慮深く、寛大

な人びとが手を取り合い、行動を起こす

ためのつながりを築いてまいりましょう。

2019－20年度国際ロータリー会長

マーク・ダニエル・マローニー

ロータリーのビジョン：
私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自
分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人
びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。
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4

国際ロータリー
第2570地区ガバナー 鈴木 秀憲

地区テーマと
運営方針

　2019－20年度国際ロータリー会長マー

ク・ダニエル・マローニー 氏 のテーマは

「つながり」です。前頁の会長メッセージ

をご参照ください。

　別の場面…これはガバナーエレクトセ

ミナーである国際協議会です…ここで

は、ロータリーの組織運営で大切な役

員様へとして、「リーダーの仕事は『可能

な限り最大限を達成する事』ではなく、

『周りの人が可能な限り最大限を達成で

きるように、意欲を引き出す事』です。」

と、言っています。そして、「次年度に会

員 がベストを尽くし、 ベストなクラブを

作れる様 ︻つながり︼ に焦点を当てて頂

きたい。」と言っています。

　そして、会長エレクト研修セミナー用に

メッセージを送ってきてくれましたが、そ

こでは、『私はいつもこう言います『ロー

タリーで一番大切な人はクラブ会長だ」

と。次年度の基調を定め導いていくのは

クラブ会長である皆さんです。

　しかしリーダーとして覚えておくべきこ

とは、皆さんの仕事は「可能な限り最大

限を達成すること」ではなく、「周りの人

が 可能な限り最大限を達成

できるように意欲を引き出す事」です。

ですから 次年度に会員がベストを尽くし

ベストなクラブをつくれるよう「つながり」

に焦点を当てていただきたいと思いま

す。』と言っています。

　これはガバナーエレクト向けに言った

言葉と同じです。つまりリーダーは、メン

バーの皆様に充分活躍して頂けるよう配

慮願いたいという事だと思います。

　そして強調事項として４項目を挙げました。

１．ロータリーを成長させる。奉
仕活動やプロジェクトのインパ
クトを成長させる。

　これについては、より組織的かつ戦略

的な新しいアプローチで会員増強に取

り組みましょうとも言っています。つまり

会員増強です。

①大切な事は、地域社会に注意深く

目を向けることができ、多様な委員

からなる積極的な会員増強活動を

行って頂きたいという事です。

②クラブ強化に必要なスキル、才能、

人格を備えた潜在的な方に活躍頂

くためにロータリーの職業分類を

活用し未充填職種を開発しようと

も言っています。

③又、様々な例会や奉仕活動の経験

ができる新しいタイプのクラブ運

営をしましょうとも言っています。

他クラブと違う例会運営や奉仕の

機会を設けて下さい。

吹上
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④ロータリークラブがないところだけ

でなく、ロータリーが既に活発に

行動している地域社会にも新しい

ロータリーをつくる。それによって 

無数の方法でロータリーを強化で

きる。とも言っています。

⑤そして退会される理由に「ロータリー

活動への不充分な参加」、「会員の

高齢化」が有りますが、これに取り

組む必要が有るとも言っています。

　実際、特に新しく入られた方が、奉

仕活動に参加しその達成感も味合わな

いうちに退会される事は残念な事です。

「新しい方は親睦委員会へ」等と言う事な

しに、一緒に奉仕活動をお勧め頂きた

いと考えます。

　高齢化の問題ですが、当然のことなが

ら、毎年₁人１歳ずつ年を取ります。20名

のクラブなら20歳・人　年齢は上がりま

す。だから20名のクラブで１年経って１名

だけ入れ替わりがあるとしたら20歳若い方

に入会頂かなければならず、そうでなけ

れば、自然に平均年齢は上がってしまい

ます。組織運営を考えたら、若返りは当

然の事になります。ここまでの話なら「今

度のエレクトは年寄りを大事にしない冷た

い人だ」と言われますが、これは、ロータ

リーでなくても計算上では当たり前なので

す。これは組織運営の点での話です。

　一方で、もっと力を入れて言いたい事

は、（これはRIもRI会長も言ってはいませ

んが）クラブ例会は、高齢になった会員が

楽しめる場であって欲しいとも考えます。

　ある意味で高齢者も楽しめるサロンの

役目をして欲しいとも考えます。高齢者が

邪魔であるかのように取られる言い方は、

私は厳に慎むべきであると思っています。

２．ロータリーの活動と家族との時
間を競合せず補完させる文化・
環境を作る。

３．忙しいロータリアンもロータ
リーのリーダーになれるように

…自分たちで作った障壁を排除する。外

部への壁は作らずに門戸を開きましょう。

　上記１～ 3番は、組織内部の問題点

に焦点を当てています。

４．ロータリーの活動（６つの重
点項目）は、「より健康で・平
和で持続可能な世界に向けた
国連の継続したコミットメン
ト（約束・責任）」を共有してい
ます。

　ロータリーのインフラ（Infrastructure：

基盤構造）は、奉仕と平和と言う精神の

下に世界中の人々が繋がる事ができ、目

標に向かって意義ある行動を起こす事

のできるものです。

　ロータリーのビジョン声明は、「私 達

ロータリアンは世界で・地域社会でそし

て自分自身の中で、持続可能な良い変

化を生む為に、人々が手を取り合って行

動する世界を目指しています。」と言って

います。これはSDGｓを指していると考

えます。

　ロータリーを通じて私たちは繋がりま

す。

　ロータリーで私達はお互いの違い（人

種や宗教・言語）を超え、深く意義ある

形でつながる事ができます。ロータリー

が無ければ出会う事が無かった人や支

援を必要とする人々とのつながりをもた

らしてくれます。私達は全員が属する世

界的なコミュニティの人達とつながって

いるのです。

　マーク・ダニエル・マローニーRI会長は

「ロータリーの中核にあるのがこの『つな

がり』であり、これが2019－20年度の私

のテーマです。」と、結びました。

　私は、マーク・ダニエル・マローニー RI

会長のこの講演を聞き、ロータリアンの

一員である事に改めて誇りと責任を自覚

し、「世界がかつて無い程分断されてい

る今、世界をつなぐのがロータリーであ

る。私達は人類の多様性とつながり、共

通の目的を追求しながら、末永く深い絆

を作り出す為に、具体的行動を起こす責

任がある。」と深く心に刻みつけました。

　又、国際協議会を通じて「変化、変化

を受け入れる。」という言葉も、「つなぐ」

と同様に、強調されました。

『時代が変わっている。変わっている時

代の変化への対応。そして組織運営に

柔軟性を取り入れるという事。』が力説さ

れました。

　そして、この「つなぐ：つなげる」とい

う言葉と「変わる、変える」をお借りし、

2019－20年度地区テーマを「未来へつな

ぐ」と「変える」にしました。

　上記に、ご理解・ご協力をお願い致し

ます。

地区テーマ

〇つなげる：未来へつなぐ
組織の未来へつなげる　組織運営を

個人の未来へつなげる　奉仕活動を

〇変化：変える（基本に返る)
不合理な事・不便な事に対処すると、

結果変化しなければならなくなる。

地区運営で私が心掛ける事

地区組織の簡素化、基本に返る、

説明の簡略化

クラブ会長にお願いする事

クラブ運営に柔軟性を、　

意識改革

（自分で壁を作らない・

　　　型に嵌め込まない）
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直前ガバナー　茂木　正

　元号は平成から令和に替り、

まさにロータリー活動も新しい

時代に対応してゆかねばならな

い時でございます。そうした時

に今年度鈴木ガバナーをお迎え

できたことに、私達は本当に幸

運であると言わねばなりません。

　皆様方がご存知のように鈴木

ガバナーにおかれましては、既

にパストガバナーでもいらっしゃ

います。これからＲＩ日本支部

の為にも活躍をしようと言った

矢先に再度地区のガバナー職を

引き継いでいただきました事に、

大きな安堵と共に地区の発展が

期待できると会員皆様が期待し

ておられることと思います。

　鈴木秀憲ガバナーより研修委

員長の委嘱を頂きました。本来

ならば当地区の慣例は二代前の

パストガバナーが担当しますが、

ガバナーエレクト選考に時間が

係り指名委員長の鈴木さんが最

終的にお受けに成られましたの

で、担当諮問委員の順も変わる

事になりました。

　どの組織にも研修は必要であり

鈴木ガバナーに
想いを託します

ロータリーの第一歩は研修から

　世界のロータリアンは122万と

もいわれる中、日本ではここ20

年会員の減少に歯止めがかかり

ません。会員が多ければいいと

いう訳ではありませんが、良い

事をしようと言う仲間が一人でも

多い方が大きな力となり、少しで

も早く目的が達成できると思いま

す。そうした意味では日本は会

員減が続いているとしても、世

界的に見るとインドや南米等全

体では増えているのが実情です。

　昨年度の地区大会に於いて、

台湾の3502地区と友好地区の締

結をさせて頂きました。桃園の

地区大会にお伺いすると、とて

も大きな規 模でそれもロータリ

アン家族総出で創り上げて楽し

んでいるといった事を目の当た

りにいたしました。

　ロータリー活動を、ロータリア

ンだけに留めず家族はもちろん、

地域の人々をその輪に巻き込ん

で創ってゆく、そうした姿勢が

求められているようです。

　 そしてそれはロータリー への

公 共イメージアップにも、 若 者

ます。なぜなら、その組

織の目的や役割を正しく

知る必要があり、行動はその次で

あるからです。

　ロータリーのリーダーは年度ご

とに交代します。此の為、リー

ダーとなる会員を対象に研修する

事は、ロータリーの将来にとって

極めて重要であります。　

　国際ロータリーでは研修リー

ダーが国 内およびアメリカでの

国際協議会でガバナーエレクト

研修委員会 委員長

加藤　玄静

本庄

本庄
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ガバナーエレクト　相原　茂吉

　いよいよ７月より鈴木秀憲ガ

バナー年度が始まりました。ご

承知の通り、当地区ではなか

なかガバナー の担 い手 が見 つ

からず、いったいどうなるのか

と気をもんでおりましたが、 鈴

木パストガバナーが再度第2570

地区の舵取りを引き受けて下さ

いました。まずはこのご決断に

対し、心より敬意と感謝を申し

上げます。今 年度のRI会長の

テーマ Rotary  Connects  The 

Worldに連携し、鈴木年度の地

区テーマは二つ、すなわち「つ

なげる：未来へつなぐ」と「変え

る：基本に返る」であります。な

かなか会員増強がままならない

当地区の現状を鑑み、どうすれ

ば第2570地区が持続可能な地

区として存続し、そしていかに

活性化を図るかを、会員の皆さ

鈴木ガバナーに感謝

けた方が効果的かと思います。

　特に「新会員」の研修は重要

であり、入会後早いうちに研修

に参加要請をし、ロータリーの

目的、ロータリー財団、ロータ

リー米山奨学会、地域から国際

までの奉仕活動の必要性を教

え、 会 員 からロータリアンに育

てなくてはいけないでしょう。

　この期間に研修を怠ると、入

会後３～５年後に例会出席率が

下がり、退会に結びついてしま

んに真剣に問う年

度を目指していらっ

しゃいます。その為

に地区組織を大きく

改革し、会員みん

なで共有できるよう

垣根をなくし、全て

の事 業 は各クラブ

が主 体 となり、 地

区は基本的にはお手伝いをする

立場であるという「基本」を再認

識するよう方向づけされました。

この方針は作今の私たちの地区

の長所も欠点も十分に把握され

ている鈴木ガバナーだからこそ

の改革であると思います。そし

て現在RIでは何故か軽視され

がちな職業奉仕委員会を組織の

上部にしっかりと配置し、日本に

おけるロータリーの基本精神を明

確に位置づけられました。鈴木ガ

うからであります。高い会費？と

時間を費やすロータリーで、生

き甲斐を学び、奉仕活動の意義

を学び、異業種の交流が無け

れば入会の意味が無いかも知れ

ませんね。

　坂本元彦パストガバナーが参

加されました2019年の規定審議

会で、地区やクラブに関する事

が改定されております。此の事

項は７月より施行されますので、

本年度の研修委員長の責任は

重要であります。

　地区では、RLI（ロータリーリー

ダーシップ研究会）を採用しての

研修を取り入れております。高

柳育行パストガバナーが日本支

部の地区代表委員に就任され、

地区では渡邊藤男氏がRLI担当

責任者になっております。

　地区研修担当責任者にはベテ

ランの栗山昇（朝霞）氏がおりま

すので、遠慮なくご相談を頂け

ればクラブ支援を致します。

バナーは第１ゾーンロータリー公

共イメージコーディネーターも務

められ、ゾーン全体の啓蒙にも

ご尽力されております。私は本年

度の鈴木ガバナーの方針をしっ

かりと拳拳服膺し、地区全体が

大きく飛躍するよう次年度に備

える所存です。鈴木ガバナーに

は重ねて感謝申し上げますとと

もに、ご健康に気を付け、これ

からも我々ロータリアンをご指導

頂きたく存じます。

へ のアッピールにもつなが

り、強いては会員増強にも

繋がってゆくのです。ともす

れば昔からの仲間内で楽し

ければ！といった事になり

がちですが、私達の目的を

もう一度考えてゆこうとする

時、地域を発展させる国を

善くする、青少年の育成を

も通じて世界平和へ貢献す

るといった事があるはずで

す。ロータリアンとして自 分

自身の欲するところだけで

満足するわけにはまいりま

せん。

　私達に繋げられた先人の

想いを、ロータリー活動を

通じて実践して行こうではあ

りませんか。 時は今！この

鈴木 年度に他なりません。

皆様方の想いを鈴木年度の

活動を通して叶えて行こうで

はありませんか。今年度が

ロータリー活動の更なる発

展と、会員皆様の自己研鑚

の場にして頂けます事を心

より祈念を申し上げてご挨

拶とさせて頂きます。

の研修を行います。地区では地

区研修リーダーが会長エレクト

を始め地区役員に対して、又ク

ラブ役員に対しての研修が課せ

られます。

　同様にクラブ研修委員長は、

ロータリーの最新情報を把握し、

役割の遂行に必要な知識を身に

付けられるように規定審議会で

義務づけられています。特にクラ

ブに於いては、「新会員」、「会員

全体」、「役員」向けの研修に分

川越
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　今年度、2570地区第一グルー

プのガバナー補佐を拝命致しま

した、越生毛呂ロータリークラブ

の藤島弘士と申します。

　私は1984年に推薦を頂き、会

員として早35年の年月が流れ、

多くの協議会の参加を通じ、又、

先輩の皆様のご指導の元、他で

は経験できないような奉仕活動

に出席する事で大切な事を学ば

せて頂きました。この場を借りて

感謝申し上げます。

　さて、2019 ～ 20年度ＲＩ会長

マーク・ダニエル・マローニーさん

のテーマ「ロータリーは世界をつ

なぐ」を基に鈴木秀憲ガバナー

は、地区テーマ

「つなげる：組織の未来へつなぐ」

を活動方針に揚げられました。

　私は補佐としてガバナーの方針

を、担当クラブ全会員に伝わる様

に努めると共に、クラブからの意

見をガバナーに伝え、調整する役

に徹しようと考えております。

　どうぞ会員皆様のご指導、ご

協力を宜しくお願い申し上げます。

　新所沢ロータリークラブに所

属して、おおよそ24年となりま

した。

　長いだけで、私自身ロータリー

知識は、自分でも呆れるほどの

浅学菲才な状況です。

　あくまで本 業が第一であり、

本業以外の各種団体での活動

は、少し控え目にしてきたから

です。

　諸先輩達に、補佐の事を話

せば、“大変だねえ”との言葉が

定番となって返ってきます。私は

“誰にでも出来るガバナー補佐”

となるよう、補佐の業務を軽減

できるようにと思っております。

　手抜き（？）と目に移ることも

あるかも知れませんが、心を込

めて奉仕させていただきます。

　何卒、よろしくお願い申し上

げます。

　私の祖父の冨澤譲太郎が朝霞

ＲＣ，父の冨澤泰次が和光ＲＣ

の会員でしたので、私も和光Ｒ

Ｃに入会しました。

　職業は薬剤師で実家の富沢薬

局を母から継ぎ経営しています。

主人は内科医、弟は整形外科

医、娘２人は内科医、息子は歯

科医です。ロータリー歴は短いで

すが、会長を２回務めさせてい

ただきました。

　鈴木年度の地区テーマ「未来に

つなぐ」と「変える」に従い、できる

だけ尊敬する鈴木ガバナーの御

役に立ちたいと思っています。そ

して会員の方々が最大限を達成

できるような環境作りにベストを

尽くしたいとも思っていますので

皆様のご指導、ご協力の程どう

ぞよろしくお願いいたします。

第１グループ

第３グループ

松川　厚子

徳永　眞澄

今泉 清詞

田中  一郎

野中 弘之

石川 嘉彦

梅沢 定彦

髙橋 福八

真下 和男

加藤 玄静

■ ガバナー補佐・ご挨拶 ■

■ 諮問委員紹介 ■

藤島　弘士

第２グループ

越生
毛呂

和光

新所沢

川越 坂戸

所沢 本庄 本庄東松山

入間熊谷東
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　2019－2020年度鈴木秀憲ガ

バナーのスマートな活動に役に

立つ地区幹事でありたいと思っ

ております。吹上RC、行田RC、

行田さくらRC他の皆様のご協

力の下、お陰様で、新たに多

くのロータリアンとの知己を得、

又新たな経験の場を与えて頂き

感謝申し上げます。この一年よ

ろしくお願いいたします。

　この度、鈴木年度の第4グルー

プガ バ ナー補佐の重責を担うこと

となりました本庄南ロータリーク

ラブの村田と申します。

　ロータリークラブは、素晴らし

いクラブです。 これもひとえに、

ロータリーの名のもと、奉仕の

理想に集いし、2570地区皆様の

努力の賜物であると思います。

　上記を常に念頭に置き、浅学

非才の身ではございますが、鈴

木ガバナーを補 佐し、 クラブと

地区の懸け橋になれるよう全力

で取り組んでまいりますので、な

にとぞご指導、ご協力のほど宜

しくお願い申し上げます。

　最後に、未熟者の私に自分を

磨く機会を与えてくださいました、

2570地区皆様、そして我が本庄

南ロータリークラブ会員の皆様に

心より感謝申し上げ、第４グルー

プガバナー補佐就任のご挨拶と

いたします。

　１年間宜しくお願い致します。

クラブがガバナー補佐を選出す

る当番でしたが、まさか、私が

その任に当たるとは、考えてもい

なかったことでした。

　クラブ会長を受けてから10年、

地区では、社会奉仕部門委員長、

また細井ガバナー年度の地区幹

事をさせて頂きました経験を踏ま

えて取り組みをさせて頂きます。

　国際ロータリーの会員は、各

クラブです。第2570地区の第５グ

ループは、現 在10クラブで、375

名（１月末）の会員で組織してい

ます。それぞれのクラブが会員同

士のつながりが強固になり、退

会防止・増強につながり、年次目

標に沿った奉仕活動ができます

よう支援協力させて頂きます。こ

の一年間、クラブと地区の架け

橋 になるよう努 力いたしますの

で、地区の行事や活動に対するご

理解ご協力もお願致します。ま

た、第５グループのIM「都市連合

会（Intercity Meeting）」は、行田

さくらロータリークラブのホストと

なりますが、皆様のご指導ご協

力よろしくお願い申し上げます。

村田　貴紀

新井　啓介

　　地区幹事　　藤倉　武

　国際ロータリー、マーク・ダニエ

ル・マロニー会長の方針に沿って、

我地区の鈴木秀憲ガバナーは、

会員の参加を促進し、意欲を引

出し、ロータリーの周知と促進を

行います。その地区ガバナーを援

助することによって、担当するクラ

ブの効果的な運営をサポートする

ことが、ガバナー補佐の役割です。

　今年度、第５グループでは、我

立原 雅夫

鈴木 秀憲

高柳 育行

前嶋 修身

中井 眞一郎

坂本 元彦

細井 保雄

茂木 正

第４グループ

第５グループ

本庄南

本庄

本庄川越

所沢 富士見

行田
さくら

行田
さくら

行田
さくら

熊谷吹上
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　戦略計画委員会委員長 　会員増強委員会委員長

　公共イメージ委員会委員長

　社会奉仕委員会委員長

青少年奉仕委員会委員長

　職業奉仕委員会委員長

　国際大会推進委員会委員長

　危機管理委員会委員長　危機管理委員会委員長

水村　雅啓
　「地域とつながる」を重視し、

「みんなのためになる」活動を支

援 します。ロータリー のイメージ

アップとともに地域社会との連携

を深める事業展開を進めて

いきます。

井埜　利博
　この度、鈴木秀憲ガバナーか

ら地区会員増強委員長のご指名

を頂きました熊谷ＲＣの井埜利

博です。今年度は地区委員の体

制が変わりました。新たな気持

ちで職責を果すつもりです。

前嶋　修身
　青少年交換学生の身の安全とロー

タリー組織を守るために、RIは「危

機管理委員会」を世界全地区におい

て青少年交換事業継続のための必

須条件として立ち上げました。

坂本　元彦
鈴木年度発足おめでとうございます。地区

戦略計画委員会委員長の坂本元彦（富士見

RC）です。ガバナー及び各Gの委員の方々

と共に地区の為、頑張って行きます。

細井　保雄
　今年度の国際大会が後記の日程で開催されま

す。国際大会の地で会員同士の交流を深めたいと

考えます。地区ガバナーズナイトへ奮ってご参加くだ

さい。私は、鈴木ガバナーより当地区から100名以上

の参加を依頼されました。よろしくお願いします。

日程2020年6月6 ～ 10日

場所アメリカ・ハワイ州　ホノルル

富士見

本庄

高柳　育行
　「倫理観をもって職業を行うこと」

の精神を高め、自分と自分の職業を

磨くことを推奨します。

　「四つのテスト」を生活のあらゆる

場で活用して頂きたいと思います。

熊谷

行田
さくら
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　会員増強委員会委員長 　国際奉仕委員会委員長

　ロータリー財団委員会委員長

　ロータリー米山奨学委員会委員長

　公共イメージ委員会委員長

　社会奉仕委員会委員長

青少年奉仕委員会委員長

　ロータリー財団委員会委員長

　ロータリー米山奨学委員会委員長

青少年奉仕委員会委員長

島﨑　義春
　米山記念奨学委員会の島﨑です。

　委員長３年目、今年も一生懸命頑張ります。

鈴木年度の米山記念奨学生は１７名です。奨

学生共々一年間よろしくお願いします。

坂口　孝
　今年度より組織変更により青少

年奉仕も１つの委員会として新た

なスタートを切りました。少数 精

鋭で前年度以上の活動をしていく

予定ですで、今年度も皆様のご

　理解とご協力をお願いします。

梅澤　茂
　国際奉仕委員会は世界に向けて、

奉仕活動を実施している委員会です。

ロータリアンであるからには国際的な

視野に立ち、世界に向かって

よい事をしましょう。

西澤　堅
　 公共イメージと認知度の向上

は、組織にとって最も重要な事で

す。ロータリーを知ってもらう事！

クラブは地域に歓迎される社会

奉仕を！御一緒に努力しましょう。

本庄

深谷
ノース

川越

川越

入間

茂木　聡
　皆様の寄付が世界でよいことを行

う財 団のプログラムを支 えているこ

と、ロータリー財団は私達一人一人の

ものであることを、実感頂けるよう努

めてまいります。

熊谷

行田
さくら

ガバナー月信編集委員会委員長 五十幡　和彦 行田
さくら

　ガバナー月信は地区内の会長・幹事にあてた月例の書簡で、国際

ロータリーからの情報、地区内の行事、委員会活動、クラブへの連

絡事項等を編集して発信するものと定められています。

　鈴木年度ガバナー月信では、会長・幹事の他に地区内会員の皆様

のロータリー活動のお役に立てるよう、読みやすい紙面に盛りだくさん

の情報を提供して参りますので、一年間宜しくお願い申し上げます。

鈴木年度ガバナー月信発刊にあたって
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■ ガバナー月信編集委員会委員

第
１
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
２
グ
ル
ー
プ
（
８
Ｒ
Ｃ
）

第
３
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
４
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

第
５
グ
ル
ー
プ
（
10
Ｒ
Ｃ
）

クラブ名

出席率（％） 会員数（人）

川　越 4 77.06 77.08 86 94 5 0 15 7 5 8 1
東松山 2 57.57 61.62 26 25 0 0 0 1 0 -1 1
小　川 4 78.56 78.26 8 9 0 0 1 0 0 1 2
坂　戸 4 72.41 81.48 29 31 0 0 4 2 0 2 1
越生毛呂 4 88.40 74.00 15 18 0 0 3 0 0 3 1
川越小江戸 4 72.44 84.35 15 15 0 0 0 0 0 0 1
川越西 3 76.47 76.74 15 17 0 0 3 1 0 2 1
鶴ヶ島 3 87.00 82.00 30 29 1 0 1 2 1 -1 3
川越中央 3 74.33 76.52 28 28 0 0 1 1 0 0 0
坂戸さつき 2 65.20 69.85 23 23 0 0 0 0 0 0 4
東松山むさし 3 90.47 84.09 42 44 0 0 2 0 0 2 6
小 計 36 76.36 76.91 317 333 6 0 30 14 6 16 21

朝　霞 3 100.00 99.83 28 28 0 0 1 1 0 0 0
志　木 4 95.31 94.48 45 44 0 0 0 1 0 -1 0
富士見 3 92.83 80.73 42 45 0 0 4 1 0 3 0
新　座 3 91.67 91.68 30 30 0 0 1 1 0 0 2
和　光 2 83.33 78.97 5 6 0 0 1 0 0 1 2

朝霞キャロット 3 80.55 84.08 12 12 0 0 0 0 0 0 0
志木柳瀬川 2 85.71 83.28 9 7 0 0 0 2 0 -2 2
新座こぶし 3 87.50 85.42 7 8 0 0 1 0 0 1 2
小 計 23 89.61 87.31 178 180 0 0 8 6 0 2 8

入　間 4 58.80 71.71 44 45 1 0 3 2 1 1 2
所　沢 3 75.02 69.87 57 58 1 0 5 4 1 1 3
飯　能 3 92.20 90.24 58 61 0 0 5 2 0 3 0
新所沢 3 86.49 89.76 20 21 0 0 5 4 0 1 2
日　高 4 70.83 72.54 18 21 0 0 3 0 0 3 3
所沢西 2 81.70 84.12 29 29 0 0 1 1 0 0 3
新狭山 3 64.58 68.39 16 17 0 0 2 1 0 1 1
所沢東 4 86.58 91.09 43 45 0 0 3 1 0 2 1
入間南 3 81.70 75.32 40 43 0 0 3 0 0 3 0
所沢中央 3 86.10 91.31 23 25 0 0 2 0 0 2 2
狭山中央 3 79.23 88.35 30 32 0 0 2 0 0 2 6
小 計 35 78.48 81.15 378 397 2 0 34 15 2 19 23

深　谷 4 64.12 66.69 56 57 0 0 1 0 0 1 11
本　庄 4 90.70 83.70 78 82 0 0 6 2 0 4 6
秩　父 4 83.00 77.96 51 50 0 0 3 4 0 -1 1
寄　居 3 86.95 86.83 24 23 0 0 1 2 0 -1 0
児　玉 1 100.00100.00 3 3 0 0 0 0 0 0 0
岡　部 3 89.74 84.84 17 16 0 0 0 1 0 -1 1
深谷東 4 61.50 60.99 64 68 0 0 4 0 0 4 0
川　本 4 80.00 83.18 10 10 0 0 0 0 0 0 0
皆野・長瀞 4 86.10 79.80 12 12 0 0 0 0 0 0 0
本庄南 3 73.33 76.92 15 15 0 0 0 0 0 0 1
深谷ノース 3 73.53 81.93 35 34 0 0 0 1 0 -1 1
小 計 37 80.82 80.26 365 370 0 0 15 10 0 5 21

熊　谷 4 75.00 74.74 87 90 0 0 6 3 0 3 3
行　田 3 49.20 55.33 67 65 2 1 4 6 1 -2 5
羽　生 4 66.67 73.73 46 48 1 0 4 2 1 2 4
加　須 3 78.79 84.81 28 28 1 0 3 3 1 0 1
熊谷西 3 69.00 76.73 10 11 0 0 2 1 0 1 0
行田さくら 4 62.00 65.55 51 51 0 0 3 3 0 0 2
熊谷東 3 64.30 61.82 28 28 0 0 0 0 0 0 2
吹　上 3 95.00 88.91 7 7 0 0 0 0 0 0 0
熊谷籠原 3 90.48 87.09 28 28 0 0 2 2 0 0 0
熊谷南 3 42.47 55.87 19 22 0 0 3 0 0 3 2
小 計 33 69.29 72.46 371 378 4 1 27 20 3 7 19

男性会員数
78.47 79.31

1,522 1,566 7 0 104 60 7 44
女性会員数 87 92 5 1 10 5 4 5
合　　計 1,609 1,658 12 1 114 65 11 49

女
性
会
員

本
年
度
純
増
数

５
月
度
純
増
数

本
年
度
退
会
者

本
年
度
入
会
数

５
月
退
会
者

５
月
入
会
数

５
月
末
現
在

年
初（
７
／
１
）

　

通　
　

算　

　

当　
　

月　

例　

会　

数

51
Ｒ
Ｃ

■ 会員数・出席率 ■（2019年５月）

７
月

1 （月）ガバナー会

7 （日）米山カウンセラー会議
年度初め地区役員合同会議

14（日）地区会員増強セミナー
15（月）社会奉仕委員会セミナー
16（火）（公式訪問）川越
17（水）（公式訪問）志木
18（木）（公式訪問）本庄
22（月）（公式訪問）川越中央
23（火）（公式訪問）深谷・深谷東・深谷ノース・岡部合同
24（水）（公式訪問）川本・寄居
25（木）（公式訪問）行田
29（月）（公式訪問）新狭山

８
月

2 （金）（公式訪問）熊谷
3 （土）財団学友総会
7 （水）（公式訪問）新座こぶし
8 （木）（公式訪問）入間
11（日）国際奉仕セミナー
14（水）米山合宿
15（木）米山合宿
17（土）財団セミナー
20（火）（公式訪問）狭山中央
21（水）（公式訪問）坂戸・鶴ヶ島・坂戸さつき合同
27（火）（公式訪問）入間南
28（水）（公式訪問）飯能・日高

■ スケジュール ■（2019年７月・８月）
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